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北
米
合
衆
園
に
於
げ
る
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
査

芳己

文

操

批ん
M
M

粧
摘
の
護
展
と
共
に
、
五
確
に
し
て
伝
頼
性
に
富
む
農
業
統
計
は
、
一
悶
の
農
業
政
策
又
は
各
舷
の
枇
ム
山
口
粧
済
上
の
施
設
計

謹
の
合
目
的
性
を
判
定
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
盆
々
一
北
ハ
の
重
要
度
を
加
へ
来
っ
て
居
る
と
ル
ム
ハ
に
、
交
暁
経
済
の
一
環
と
し
て
商
品

生
産
の
必
然
を
約
束
さ
れ
て
居
る
今
日
の
農
業
は
、
共
の
粧
品
凸
合
理
性
の
指
針
を
農
業
統
計
に
求
む
べ
き
部
面
が
蹟
大
し
て
来
て
居

る
。
此
の
故
に
・
質
す
仕
方
法
に
よ
る
農
業
セ
ン
サ
ス
の
施
行
や
、
推
計
方
法
に
よ
る
年
次
的
月
弐
的
調
主

ω
正
確
性
、
一
一
似
顔
性
を
向
上

せ
し
め
、
従
っ
て
之
れ
が
利
川
性
を
高
め
る
事
は
、
今
日
、
極
め
て
重
要
な
る
枇
合
的
要
請
事
項
に
届
-
ヲ
る
。
が
、
更
に
之
を
特
に

農
作
物
牧
穫
高
に
就
て
、
共
の
牧
稜
前
に
出
来
る
だ
け
小
く
而
か
も
正
確
に
抽
出
測
し
て
、
共
の
豊
凶
に
よ
り
起
り
作
ベ
き
経
済
的
混

凱
を
深
め
排
除
し
、
岡
民
経
済
、
特
に
農
家
絞
済
を
同
滑
な
る
軌
道

ω
上
に
置
く
事
は
、
山
政
産
商
品
化

ω進
ん
だ
今
日
の
段
階
に
於

て
極
め
て
緊
切
で
あ
る
。
訟
に
農
作
物
牧
穫
橡
想
制
度
の
護
連
を
見
た
。
斯
く
て
我
が
闘
に
於
て
も
政
両
事
業
と
し
て
出
所
物
牧
穫

高
の
年
共
的
推
計
調
布
の
外
に
、
岐
に
明
治
二
十
七
年
以
来
米
安
の
収
穫
抽
出
想
調
布
を
な
し
、
更
に
大
一
比
十
年
泰
一
賀
の
、
同
十
川
年

夏
秋
一
習
の
、
掃
立
抽
出
想
枚
数
及
び
牧
繭
高
橡
想
を
開
始
し
た
。
又
我
が
岡
農
作
物
中
岡
氏
杭
消
上
、
民
家
経
柄
上
最
も
京
-
大
な
閥
係

北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
農
作
物
牧
穫
珠
想
調
査

一
一
七



北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
良
作
物
牧
穫
深
加
国
調
査

一
一
八

を
有
つ
水
稲
に
就
て
は
、
右
述
の
牧
穫
(
日
刊
橡
想
の
外
に
、
之
に
先
だ
っ
岡
上
生
育
中
の
作
況
の
調
官
況
を
大
正
六
年
以
来
施
行
し
殻
表

し
来
っ
て
居
る
。
併
し
・
な
が
ら
農
作
物
収
穫
橡
想
調
高
並
に
之
と
類
似
の
性
質
を
有
つ
農
作
物
作
況
調
訴
に
於
て
、
今
日
共
の
殻
速

長
も
撤
著
な
る
は
北
米
合
衆
閣
で
あ
る
。

此
の
放
に
、
私
は
此
の
小
稿
に
於
て
主
と
し
て
北
米
合
衆
閤
農
務
省
護
去
の
資
料
に
基
き
、
同
閤
政
府
の
牧
穫
後
想
制
夜
の
概
略

に
就
て
述
べ
た
い
と
問
中
ふ
。

北
米
合
衆
同
に
於
け
る
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
布
は
、
今
日
向
岡
農
務
省
の
前
一
要
事
業
の
一
で
あ
り
、
一
般
農
業
生
原
推
計
報
背
事

業
の
中
に
包
合
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
同
省
農
業
純
情
局
、
作
物
及
家
斎
推
計
課
巴
宮
広
告
色
合
『
毛

S
L
口
2
2
2
w

岡
山
町
民
ロ
記
念
並
に
作
物
報
台
委
員
合
の
さ
匂
同
町
宮
司
氏
出
向

M
W
S
E
の
司
る
所
で
あ
る
。
北
米
合
衆
岡
政
府
の
農
業
生
産
推
計
報
背
事
業

の
第
一
義
的
悶
的
は
、
一
一
首
ふ
ま
で
も
な
く
作
物
及
び
家
畜
の
年
弐
的
推
計
記
銭
並
に
共
の
護
去
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
作
物
牧
桜
前

に
於
け
る
共
の
見
込
収
穫
一
両
の
議
想
調
布
は
斯
岡
農
業
者
は
勿
論
一
般
祉
合
同
肢
の
最
も
闘
心
を
有
つ
所
と
な
っ
て
居
り
、
従
っ
て
北
ハ

の
調
守
党
方
法
は
近
来
著
し
く
改
善
さ
れ
た
跡
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
拾
に
私
は
、
収
穫
抽
出
想

l
l作
物
牧
磁
前
に
共
の
見
込
収

長
を
珠
洲
す
る
可
。
尽

g
a
を
、
牧
穫
期
或
は
欣
穫
後
に
之
れ
が
牧
穫
量
を
推
計
す
る
何
回
昨
日
白
色
白
と
一
肱
区
別
し
て
考
へ
る
の
で
る

る
。
従
っ
て
斯
岡
山
民
業
生
時
推
計
報
告
事
業
一
般
に
渉
る
調
奈
の
沿
革
や
共
の
今
日
の
機
構
に
就
て
は
可
成
的
之
を
省
む
、
直
接
収

穫
橡
想
調
主
に
闘
係
す
る
諸
事
項
に
限
定
し
、
而
か
も
共
の
最
近
の
推
計
的
方
法
に
焦
献
を
置
い
て
比
一
一
か
詑
明
を
加
へ
る
事
と
す
る
。

農
作
物
の
収
穫
せ
ら
れ
る
数
ヶ
月
前
に
共
の
牧
桂
一
両
を
抽
出
恕
す
る
事
、
少
く
も
公
式
に
政
府
品
川
局
に
依
つ
っ
て
行
な
は
れ
る
に
五
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っ
た
の
は
、
北
米
合
衆
闘
に
於
い
て
も
比
較
的
最
近
の
事
で
あ
っ
て
、
現
十
代
も
斯
く
の
如
き
制
度
を
十
付
す
る
閣
は
比
較
的
少
敢
に
過

ぎ
な
い
。
即
ち
北
米
合
衆
同
に
於
け
る
農
業
生
涼
推
計
事
業
の
端
緒
は
遠
く
一
八
一
一
一
九
年
、
斯
同
議
命
一
が
特
許
日
に
到
し
て
、
農
産

種
子
の
配
布
並
に
農
業
統
計
の
蒐
集
の
矯
め
に
深
算
一
千
弗
を
協
賛
せ
る
に
る
る
の
で
あ
る
が
、
岡
山
公
約
二
十
有
徐
年
間
農
務
省
設

立
に
至
る
ま
で
の
斯
岡
農
業
生
斥
推
計
事
業
は
勅
許
局
内
の
一
小
事
務
部
の
取
扱
ふ
所
で
あ
り
，
、
同
勢
調
森
中
間
期
間
の
生
涼
推
計

を
な
す
に
さ
へ
茜
だ
不
十
分
な
る
も
の
に
過
ぎ
や
、
従
っ
て
農
作
物
収
穫
深
想
調
布
の
如
き
は
殆
ん
戸
会
く
共
の
企
を
見
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
八
六
二
年
五
月
十
五
日
法
律
を
以
て
農
務
省
の
設
立
を
見
、
農
業
生
産
推
計
事
業
は
特
許
局
よ

り
同
省
に
移
管
せ
ら
れ
、
翠
一
八
六
三
年
教
に
初
め
て
各
郡
の
作
物
報
告
貝
よ
り
の
特
士
山
的
報
告
に
某
い
て
、
毎
月
並
に
隔
月
の
作

況
を
政
府
か
ら
護
表
せ
ら
れ
る
に
五
っ
た
。
越
え
て
三
年
後
の
一
八
六
六
年
に
は
、
作
付
面
積
、
一
本
町
営
牧
量
、
主
要
作
物
生
産

量
並
に
家
斉
頭
数
等
の
諸
推
計
調
布
と
共
に
、
作
況
調
主
が
定
期
的
に
行
は
れ
る
桟
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
を
去
る
七
十
年
前

で
あ
る
。
然
る
に
共
の
後
は
久
し
く
米
闘
に
於
け
る
牧
穫
橡
想
に
閲
す
る
調
読
と
し
て
は
単
に
此
の
和
作
況
調
主
あ
る
の
み
で
る
り

直
接
収
穫
尚
北
パ
の
も
の
を
設
想
す
る
事
業
が
政
府
に
依
っ
て
行
な
は
れ
る
事
が
・
な
か
っ
た
。
従
っ
て
一
般
に
は
政
府
護
表
の
作
況
調

奈
結
果
に
依
捺
し
て
共
の
年
の
首
該
作
物
盟
凶
の
大
約
を
拍
聞
知
す
る
と
と
が
出
来
た
に
過
ぎ
な
か
っ
介
。

然
る
に
一
九

O
九
年
に
五
り
キ

1
プ
(
)
・
出
・
同

g匂
氏
を
委
員
長
と
す
る
所
謂
キ
I
プ
委
員
合
た
お
も
の
、
政
府
の
農
業
生
斥
推

計
報
台
事
業
に
就
い
て
特
に
棉
に
闘
し
て
検
討
を
加
へ
た
結
果
、
須
ら
く
政
府
は
一
歩
を
進
め
て
白
ム
牧
穫
橡
想
を
も
箆
し
之
を
殻

表
す
べ
き
で
あ
る
と
て
、
之
を
政
府
に
勤
背
す
る
所
が
あ
っ
た
。
此
の
要
望
は
北
第
に
熟
し
て
一
九
一
二
年
設
に
政
府
は
自
ら
作
況

調
奈
の
数
字
を
説
明
し
て
、
一
英
町
営
見
込
収
量
に
換
算
之
を
表
示
す
る
事
を
開
始
し
、
更
に
越
え
て
一
九
一
五
年
に
は
柏
に
就
い

て
初
め
て
共
の
生
産
設
想
調
主
(
右
越
の
一
英
町
営
橡
想
牧
田
廷
に
政
府
の
別
に
推
計
す
る
常
該
作
物
品
川
穫
見
込
面
積
を
乗
じ
て
)
を

開
始
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
北
米
合
衆
岡
政
府
の
手
に
よ
る
斯
岡
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
布
は
、
斯
く
の
如
く
僅
か
二
十
飴
年
前
か
ら

の
事
業
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

北
米
介
衆
同
に
於
け
る
佳
作
物
牧
穫
鴇
思
想
調
査

一
一
九



北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
農
作
物
牧
秘
教
想
調
査

一
二

O

四

前
越
の
如
く
、
北
米
合
衆
附
に
於
け
る
農
作
物
収
穫
橡
想
制
高
の
依
っ
て
基
く
所
の
も
の
は
作
況

P
E
E
S
制十人以で

b
る
。
而

し
て
作
況
判
官
引
は
各
地
に
散
在
す
る
三
十
両
飴
の
特
志
作
況
通
信
員
よ
り
、
農
作
物
生
育
期
間
中
毎
日
「
正
常
作
況
」

H
H
E
2自
白
H

S
E
E
S
に
封
ず
る
百
分
率
を
以
て
報
台
を
概
し
、
主
と
し
て
之
を
殺
現
集
計
し
た
結
川
市
に
基
い
て
、
毎
月
一
セ
日
に
作
物
報
告

委
H
H
合
に
よ
っ
て
殻
表
せ
ら
る
L
も
の
で
あ
り
、
調
布
せ
ら
れ
る
農
作
物
の
和
類
は
各
種
主
要
農
作
物
を
網
羅
し
数
十
和
類
に
及
ん

で
ゐ
る
。

然
ら
ば
「
正
常
作
況
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
で
あ
る
。
之
れ
が
意
義
規
定
の
内
・
特
に
就
い
て
は
故
に
之
を
詳
論
す
る
を

一
安
し
な
い
の
で
あ
る
的
、
要
す
る
に
正
常
作
況
と
は
各
地
方
々
々
に
於
け
る
該
作
物
の
「
満
作
」

P
出
口
吋
毛
漁
期
の
欣
態
を
指
栴
す

る
も
の
で
る
り
、
過
去
数
ヶ
年
の
一
小
均
牧
口
一
川
抽
出
期
の
航
態
即
ち
「
千
均
作
況
」
で
は
た
い
。
山
川
又
敢
に
渦
作
換
期
以
態
と
一
一
け
ふ
も
共
は

常
該
地
方
に
於
て
可
能
な
る
故
多
量
、
壮
一
両
円
川
坑
の
牧
穫
を
深
期
せ
ら
る
L

が
如
き
「
完
全
作
」

-E同
町
内
け
の
円
。
}
}
橡
期
の
mm
態
を
立

味
す
る
の
で
も
な
い
。
即
ち
正
常
作
況
と
は
。
千
均
作
よ
り
は
大
な
る
も
完
全
作
よ
り
は
小
な
る
牧
草
の
抽
出
期
せ
ら
れ
る
所
の
、
共

の
地
方
の
通
常
概
念
に
於
け
る
満
作
後
期
の
作
物
生
育
蹴
態
を
意
味
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
に
就
て
は
従
来
屡
々

共
の
可
否
の
論
議
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
作
況
報
告
の
基
準
と
し
て
の
右
の
如
き
問
調
正
常
作
況
な
る
点
の
は
概
念
と
し
て

も
明
確
性
を
欠
き
、
況
ん
や
敷
金
的
に
は
兆
一
だ
不
明
瞭
で
あ
る
と
言
ふ
の
が
之
を
否
と
す
る
も
の
L
論
様
で
あ
り
、
之
は
む
し
ろ
英

岡
に
於
て
然
る
が
如
く
過
去
数
ヶ
年
間
の
一
千
均
作
況
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
介
衆
同
政
府
に
於
て
、
右
述
の

様
に
一
見
不
明
瞭
な
概
念
た
る
正
常
作
況
な
る
も
の
を
作
況
調
主
報
告
の
基
準
と
し
て
採
用
し
て
ゐ
る
の
は
、
作
物
生
育
枇
況
並
に

北
ハ
の
収
量
に
就
て
の
出
業
者
の
心
別
的
影
像
に
於
て
は
、
事
買
と
し
て
右
の
如
き
正
常
作
況
に
側
聞
し
て
と
そ
故
も
明
械
な
判
断
を
友

し
作
る
も
の
た
る
事
を
認
む
る
が
放
で
あ
る
。
市
し
て
此
の
引
は
・
4
l
均
作
況
を
以
て
基
準
と
し
て
採
川
し
て
居
る
諸
闘
の
絞
験
に
伏

高岡熊持、前掲'j'I}4::l9-4i4瓦参照1) 



っ
て
見
て
も
、
農
業
者
は
過
去
の
豊
作
、
千
作
は
之
を
和
々
的
確
に
想
起
し
得
る
が
、
北
パ
の
巾
に
凶
作
を
加
へ
て
考
慮
し
千
均
作
柄

を
想
定
す
る
が
如
き
事
は
困
難
で
あ
る
と
て
、
米
岡
の
論
械
の
正
し
き
を
裏
書
せ
る
報
背
も
あ
る
が
儒
め
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
向
又

多
数
の
作
況
一
迎
一
七
日
の
判
断
に
よ
っ
て
、
右
に
述
べ
た
所
謂
正
常
作
況
な
る
も
の
は
、
徐
々
に
そ
し
て
自
然
的
に
、
改
良
種
子
の
導

入
や
穀
象
虫
の
如
き
害
虫
被
害
等
々
に
よ
る
一
般
的
影
響
の
漸
次
的
傾
向
が
一
英
町
営
収
量
の
稜
化
に
去
は
る
L

所
に
よ
く
趨
癒
し

作
る
も
の
で
あ
る
と
り
一
口
ふ
事
は
、
此
の
種
の
基
準
採
用
に
於
け
る
有
力
な
論
按
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

兎
も
あ
れ
米
閣
に
於
け
る
作
況
調
奈
は
、
作
況
通
信
員
よ
り
徴
す
る
報
告
も
、
主
と
し
て
之
を
整
理
集
計
し
た
る
結
果
に
基
き
作

物
報
背
委
員
合
の
手
に
よ
っ
て
琵
表
せ
ら
れ
る
政
府
の
報
背
も
、
何
れ
も
右
辿
の
如
き
正
常
作
況
に
封
す
る
百
分
率
を
以
て
表
示
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
北
ハ
の
表
示
方
式
は
所
謂
評
定
法
∞
吋
m
s
u
o内

4PHgptcu
で
あ
る
。
作
況
左
京
は
す
に
基
準
作
況
に
到
す

る
百
分
率
を
以
て
す
る
所
の
評
定
法
を
採
川
し
て
居
る
闘
と
し
て
は
、
現
在
米
閣
の
外
英
閥
、
加
奈
陀
需
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
調
逸

崎
明
太
利
、
伸
蘭
西
、
和
繭
、
瑞
四
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
他
多
く
の
聞
は
百
分
率
に
依
っ
て
表
示
す
る
事
を
せ
歩
、
む
し
ろ
基
準
作
況

に
到
し
一
定
歩
合
の
増
減
牧
見
込
量
に
よ
り
、
之
を
阿
乃
主
人
類
(
閣
に
よ
っ
て
は
十
三
類
)
位
の
附
級
に
分
っ
た
階
級
別
に
之
を
去

す
所
の
所
前
分
類
法
3
2
9出
色
乙
哲
也
出

g
t
c
u
に
依
っ
て
居
る
も
の
L

方
が
多
い
。
我
が
闘
の
表
一
小
法
が
之
に
い
崩
す
る
と
と
吉

ふ
ま
で
も
な
い
。
作
況
表
示
に
於
け
る
上
越
評
定
法
と
分
類
誌
と
は
凶
よ
り
一
得
一
失
あ
る
所
で
る
る
か
、
我
闘
の
如
き
も
日
γ
晩
評

定
法
に
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
の
所
論
の
方
に
む
し
ろ
私
は
傾
聴
に
値
す
る
も
の
多
き
が
如
く
忠
ふ
。
U
A
ハ
は
何
れ
に
し
て
も
、
北
米

合
衆
国
の
作
況
表
示
は
最
初
か
ら
汗
定
法
に
よ
っ
て
居
り
、
同
閤
政
府
は
永
年
問
、
間
早
に
右
の
如
き
作
抗
調
芥
一
を
定
期
的
に
行
ひ
琵

表
し
来
っ
た
の
み
で
あ
っ
て
、
之
乞
自
ら
一
英
町
営
牧
量
に
換
算
説
明
す
る
事
を
し
な
か
っ
た
の
は
前
込
の
如
く
で
あ
る
。

五

然
る
に
調
布
せ
ら
れ
た
作
況
を
更
に
一
英
町
営
収
量
に
換
算
説
明
し
て
直
接
抽
出
想
牧
長
共
の
も
の
を
…
明
ら
か
に
す
る
の
要
請
起
り
、

北
米
合
衆
同
に
於
け
る
伎
作
物
牧
穫
猿
想
調
査

高岡熊雄、前掲書475-530頁
長津柳作、 f乍況調査k論ず、統計集誌、537競

1) 



北
米
合
衆
同
に
於
け
る
伎
作
物
牧
稜
激
怒
調
査

一
一一一

今
世
紀
に
入
っ
て
以
来
之
れ
が
統
計
的
方
法
に
就
て
幾
多
の
努
力
が
箆
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
又
右
の
一
英
町
常
設
想
収

量
に
政
府
の
別
に
推
計
調
布
'
す
る
作
付
面
積
(
作
物
牧
穫
見
込
面
積
)
を
乗
じ
て
牧
穫
期
前
に
常
該
良
作
物
の
生
売
主
を
橡
恕
せ
ん

と
す
る
の
企
が
表
は
れ
て
来
た
と
と
も
叫
に
一
一
一
目
し
た
通
り
で
あ
る
。
即
ち
キ
l
プ
委
員
舎
は
一
九

O
六
年
の
報
告
に
於
て
、
「
牧
口
百

珠
想
を
個
人
の
勝
手
な
計
算
-
に
放
住
し
、
政
府
自
ら
之
を
話
す
と
と
を
せ
ざ
る
は
何
故
で
あ
る
か
、
共
の
理
山
仰
を
解
し
離
い
」
と
て

巷
間
虚
慌
の
泊
報
色
抑
制
し
共
の
悲
影
響
を
文
除
す
る
局
、
速
や
か
に
之
を
政
府
事
業
と
し
て
調
士
川
護
去
す
べ
き
と
と
を
勘
合
し
、

共
の
方
法
を
も
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
一
九
一
一
一
年
に
至
り
、
拾
に
初
め
て
政
府
に
よ
っ
て
一
英
町
常
収
穫
珠
恕
調
布
の
開

始
を
見
、
キ
l
プ
委
員
舎
の
提
示
し
た
平
準
法
官
『

Baz-仏
が
公
式
の
換
算
法
と
し
て
農
務
省
の
探
川
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
人
寸
北
ハ
の
方
法
を
代
数
的
に
示
せ
ば
、

。
自
:
:
:
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円
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l
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山川
l
-

富
市
民
壁
崩
】
wmE-
童
話

右
の
如
く
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
過
去
十
ヶ
年
の
所
興
の
月
の
作
況
の
平
均
と
、
同
じ
く
過
去
十
ヶ
年
の
一
英
町
牧
荒
の
一
小
均
と
の

開
係
か
ら
、
作
況
表
示
の
基
準
と
な
っ
て
ゐ
る
所
謂
正
常
収
量
即
ち
満
作
牧
走
更
に
換
言
す
れ
ば
作
況
表
示
に
於
て
一

O
O
U拘
に
設

営
す
る
牧
長
な
る
も
の
を
共
間
的
に
見
出
し
、
共
に
釘
し
、
首
年
の
作
況
数
字
を
適
用
し
て
共
の
年
の
橡
恕
牧
比
一
手
乞
求
め
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
方
法
は
正
常
献
態
に
封
す
る
百
分
率
を
以
て
示
せ
る
作
況
と
、
正
常
牧
量
に
封
す
る
百
分
率
を
以
て
一
不
せ

国
官
け
同
開
珠
湾
同

る
一
英
町
常
牧
長
と
の
問
に
、
一
封
一
と
言
ふ
単
純
な
閥
係
の
存
在
を
前
提
と
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
右
の
一
割
一
の
閥

係
の
存
否
が
阪
に
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
放
に
右
に
針
し
て
作
物
別
に
問
的
的
要
素
を
加
味
し
て
、

山
叶
H
F
(
ι
r
l
)

雪
u
r
η
(
山
市
)

す
:
・
・
・
翠
翠
禽



の
如
き
方
法
に
よ
る
作
況
の
橡
想
収
量
へ
の
換
算
説
明
が
考
慮
せ
ら
れ
た
。
即
ち
之
れ
は
前
の
由
児
島
ぢ
z
g
g
r
c
L
に
劃
し
て

比四
M
両
日
ず
】

b
】】

2
2
2
r
o
L
と
栴
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
去
の
作
況
と
牧
日
夜
と
の
問
に
存
す
る
闘
係
に
就
て
の
研
究
経
験
に
基
き

異
常
な
作
況
年
に
於
で
よ
り
信
頼
性
に
宮
む
設
想
牧
量
を
得
る
潟
め
に
、

た
の
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
か
ら
事
情
に
臆
じ
て
斯
る
方
法
の
採
川
を
見

...... 
J、

然
る
に
斯
か
る
深
想
牧
回
一
旦
算
問
方
法
は
、
共
の
数
式
の
布
つ
意
義
と
そ
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
作
物
報
ル
十
日
委
此
合
が
れ
一
月
の

作
物
牧
穫
橡
想
に
於
て
各
種
の
農
作
物
に
就
て
之
を
趨
川
す
る
に
は
手
続
の
煩
し
さ
を
感
や
る
許
り
で
は
友
く
、
何
れ
も
作
況
と
収

穫
高
と
の
間
に
直
線
的
閥
係
の
存
在
を
前
提
し
て
ゐ
る
も
の
で
る
っ
て
、
作
況
調
布
の
結
果
と
牧
臆
是
と
の
聞
に
存
布
す
る
不
規
則

性
、
作
況
報
告
の
偏
筒
、
歪
み
を
十
分
間
的
考
慮
し
て
計
量
す
る
事
が
出
来
な
判
。
従
っ
て
共
の
結
果
と
し
て
特
ら
れ
る
政
府
の
収

穫
深
想
の
信
頼
性
に
も
未
だ
多
く
の
疑
賄
を
持
た
れ
る
の
は
常
然
で
、
共
の
利
川
糾
刊
に
著
し
き
制
限
を
え
け
、
川
市
て
は
政
府
の
収
穫

没
想
事
業
共
の
も
の
L

存
在
の
意
義
さ
へ
時
に
之
を
疑
は
れ
る
事
が
あ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
，
次
第
で

b
っ
た
。

設
に
於
て
か
一
九
二
七
年
頃
に
五
り
、
漸
く
十
分
な
る
統
計
的
根
擦
の
上
に
立
っ
て
作
況
調
布
並
に
共
他
の
溜
時
的
石
川
諸
資
料

を
用
ひ
て
共
の
年
の
単
位
面
積
首
牧
査
を
橡
想
す
る
貰
別
的
手
段
と
し
て
、
所
謂
グ
ラ
ブ
式
簡
易
相
側
併
法

g
g
]砂
町
山
富
]
)
区
内

m
o
H
C片
山

CHH
内

2

2コ
己
主
-cu
官。
σ
F
B
の
護
速
を
見
る
に
至
っ
た
。

作
況
報
北
白
か
ら
一
英
町
常
収
量
を
漁
想
す
る
と
と
は
、
畢
克
本
質
的
に
は
数
年
間
の
常
該
州
に
於
け
る
一
英
町
常
牧
円
五
ハ
従
出
費

教
と
し
て
)
と
、
作
況
通
信
H
H
の
判
断
に
係
る
正
常
枇
態
の
百
分
率
に
よ
る
作
況
に
依
っ
て
口
市
一
ら
れ
た
所
興
の
日
(
例
へ
ば
八
月
一

日
)
の
所
興
作
物
の
生
育
航
態
(
猫
立
境
教
と
し
て
)
と
の
皐
純
相
闘
の
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
此
等
二
聯
の
琵
教
の
単
純
相
閥
附

に
よ
っ
て
右
雨
者
の
聞
に
何
竿
か
の
明
瞭
な
闘
係
が
あ
る
か
否
か
、
又
若
し
あ
り
と
す
れ
ば
共
が
附
で
る
る
か
逆
で
あ
る
か
は
存
易

北
米
合
衆
同
に
於
け
る
農
作
物
牧
穫
琢
想
調
査

一一
一

例之一般に作況通信良には 100以上の報告を避けんとする傾きあり、従って牧穫
高が高不なる際には此の関係のみからしても非直線的関係を示す。同様に又吹穫

高が級皮に低下せる際にも非i(i線的関係が現はれるが如きである。
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北
米
合
衆
附
に
於
け
る
農
作
物
牧
穫
激
怒
調
査

一
二
問

に
之
を
知
る
事
が
出
来
る
。
向
又
此
の
二
聯
の
調
主
数
値
を
更
に
固
上
に
吟
味
す
れ
ば
、
雨
者
の
聞
係
が
年
の
経
過
と
共
に
如
何
様

に
推
移
し
て
来
て
居
る
か
、
即
ち
「
時
」
を
第
二
一
の
鑓
敷
と
し
て
考
察
に
加
へ
る
事
が
出
来
、
従
っ
て
此
の
場
合
は
牧
丑
を
従
属
竣

教
と
し
、
作
況
並
に
時
を
潤
立
境
教
と
す
る
所
の
複
相
闘
の
聞
係
に
於
て
之
・
を
抱
握
す
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
之
は
稽
績
消
去
法

に
て
簡
平
に
解
き
仰
げ
る
所
で
あ
る
。
即
ち
牧
口
五
と
作
況
と
の
相
閥
闘
に
於
て
雨
者
の
闘
係
を
一
不
す
近
似
問
師
曲
線
を
作
り
、
共
の
牧

茸
に
於
け
る
姥
差
部
分
は
之
を
第
三
唆
敦
た
る
時
と
の
相
聞
に
が
、
て
繭
察
し
て
、
牧
主
と
時
と
の
回
帥
曲
線
を
作
る
。
斯
く
て
此
等

二
筒
の
阿
師
尚
料
を
川
ひ
て
年
の
粧
過
と
共
に
異
る
作
況
数
存
の
歪
み
を
柿
正
し
た
所
の
、
過
去
数
ヶ
年
聞
の
一
般
的
傾
向
に
基
い

て
牧
穫
拾
を
橡
想
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

此
の
方
法
は
一
九
三

O
年
政
府
の
探
川
す
る
所
と
な
り
、
拾
に
斯
闘
の
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
布
は
著
し
く
共
の
信
頼
性
を
高
め
利

用
性
を
増
進
す
る
に
五
っ
た
。
即
ち
此
の
方
法
に
よ
る
時
は
、
設
想
の
基
礎
と
な
る
所
の
牧
量
と
作
況
と
の
関
係
を
示
す
此
趨
紘
は

手
拙
法
に
よ
り
或
は
時
に
は
数
単
式
に
依
り
深
め
之
を
設
定
し
て
置
く
事
が
出
来
る
か
ら
、
新
し
い
作
況
報
台
共
他
の
資
料
が
護
表

せ
ら
れ
L

ば
直
ち
に
之
に
趨
刑
し
て
橡
想
牧
n
M
を
算
出
し
得
、
従
っ
て
諜
想
牧
設
の
調
存
一
殻
去
は
極
め
て
速
や
か
に
趨
時
的
に
行
な

は
れ
作
る
の
で
あ
る
。
と
北
ハ
に
又
、
収
主
と
作
況
共
他
資
料
と
の
相
互
間
に
存
す
る
闘
係
を
必
や
し
も
一
次
的
直
線
的
闘
係
に
綜
合

す
る
の
無
理
に
陥
る
の
要
な
く
、
刑
者
聞
の
侃
筒
、
歪
み
等
々
に
よ
る
比
較
的
複
雑
な
る
曲
線
的
関
係
も
之
を
把
挺
す
る
事
が
出
来

る
か
ら
、
従
っ
て
過
去
数
年
間
に
於
け
る
斯
る
複
雑
な
閥
係
を
も
適
宜
考
慮
に
加
へ
、
共
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
将
来
の
橡
想
が
篤

し
作
ら
れ
る
諜
で
あ
る
。
斯
く
て
共
の
結
果
と
し
て
の
牧
穫
諜
想
調
布
は
首
然
共
の
確
か
ら
し
さ
b
L
増
進
し
信
頼
性
を
高
め
る
事
と

な
る
の
で
あ
る
σ

尚
此
の
方
法
に
依
る
時
は
、
共
は
濁
り
作
況
、
収
益
出
の
過
去
数
年
間
の
闘
係
の
み
に
制
限
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
共
他
計
社
可
能

に
し
て
制
論
上
安
岱
怠
る
要
栄
な
ら
ば
如
何
な
る
闘
係
要
素
を
も
之
を
牧
民
主
橡
恕
の
考
慮
姿
件
の
中
に
加
へ
得
る
語
で
あ
り
、
従
っ

て
作
況
の
み
な
ら
や
共
他
の
主
要
要
件
の
上
に
立
脚
せ
る
よ
り
安
設
な
る
牧
穫
後
想
主
を
結
果
し
侍
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
る
る
。



更
に
又
此
の
方
法
を
川
ふ
る
事
に
よ
り
、
現
在
は
考
慮
外
に
置
か
れ
て
居
り
乍
ら
而
か
も
収
拾
動
揺
に
闘
係
を
有
つ
如
き
特
殊
の
年

の
特
殊
の
諸
要
因
を
吟
味
検
問
す
る
機
舎
が
興
へ
ら
れ
る
か
ら
、
従
っ
て
橡
想
方
法
に
尚
一
段
の
改
革
い
を
促
す
機
縁
と
も
な
り
得
る

の
で
あ
る
。

所
血
ハ
の
作
況
調
布
F

か
ら
北
ハ
の
指
示
す
る
一
英
町
常
収
量
を
讃
み
取
る
に
は
、
作
物
報
背
委
此
舎
の
各
委
ハ
H
が
自
ら
手
拍
法
に
よ
っ

て
営
該
相
闘
闘
に
於
て
最
適
と
判
断
さ
れ
る
近
似
紘
を
描
き
、
共
に
よ
っ
て
最
も
安
世
と
思
惟
さ
れ
る
牧
H
X
が
幾
許
と
た
る
か
を
読

み
取
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
故
趨
線
が
殆
ん
ど
直
糾
に
近
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
於
て
は
前
述
し
た
一
千
準
法
に
よ
る
も
不

可
な
き
誌
で
あ
る
が
、
共
の
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
は
到
底
五
校
の
方
法
に
よ
る
橡
想
牧
立
に
十
分
の
信
頼
を
置
き
難
い
。
即
ち
或

る
農
作
物
の
収
穫
量
た
る
も
の
が
、
共
の
作
物
生
育
中
に
於
け
る
草
丈
共
他
明
瞭
な
る
外
見
的
様
相
に
依
存
し
、
よ
く
之
と
一
致
す

る
が
如
き
作
物
例
へ
ば
枯
草
の
如
き
に
就
い
て
は
、
作
況
通
信

H
の
報
小
口
に
よ
る
作
況
調
布
と
共
の
作
物
の
一
英
町
常
牧
口
止
と
の
間

に
殆
ん
ど
一
封
一
な
る
続
接
た
閥
係
の
存
在
を
仮
定
し
、
平
準
法
に
よ
っ
て
設
想
牧
口
五
を
求
め
る
事
も
担
ち
不
首
で
は
な
い
。
併
し

一
般
農
作
物
に
於
て
は
直
ち
に
右
の
如
き
一
封
一
の
仮
定
は
許
さ
れ
や
、
従
っ
て
橡
め
右
の
恨
定
共
の
も
の
L

正
否
の
吟
味
を
な
す

と
と
な
く
し
て
直
ち
に
平
準
法
を
採
用
す
る
と
と
は
、
国
よ
り
信
頼
性
あ
る
橡
想
収
量
を
作
る
所
以
で
は
な
い
。
此
の
賠
か
ら
見
て

斯
岡
農
作
物
収
H

一
旦
橡
想
に
於
け
る
平
準
法
よ
り
グ
ラ
フ
式
簡
易
相
閥
解
法
へ
の
改
正
は
著
し
い
進
歩
と
=
口
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

北
米
合
衆
閣
に
於
い
て
作
況
調
す
況
に
北
地
き
之
を
中
心
資
料
と
し
て
換
算
説
明
す
る
一
英
町
営
牧
穫
諜
f

怨
調
布

C
方
法
は
大
約
以
上

の
如
く
で
る
る
。
が
、
尚
斯
岡
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
主
に
於
て
は
右
の
外
に
一
九
二
六
年
以
来
、
作
物
報
告
員
に
釘
す
る
月
次
諮
問

事
項
中
に
特
に
「
本
年
一
英
町
営
見
込
牧
口
亙
」
=
]
)
『
。

Z
Z時
三
巾
迂

]
5
2
Z
岳
山
田
町

E吋
3

な
る
一
項
を
・
川
へ
、
主
要
各
政
作
物
に
就

て
之
れ
が
報
告
を
徴
し
て
居
る
。
即
ち
此
の
諮
問
は
各
作
物
の
最
終
の
作
況
報
告
と
相
伴
的
に
行
な
は
れ
て
賠
る
の
で
あ
っ
て
、
例

北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
佳
作
物
牧
穫
猿
想
調
査

一
二
五



北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
伎
作
物
牧
秘
珠
想
調
査

一
一
一
六

へ
ば
、
六
月
に
冬
姿
、
来
姿
、
九
月
に
布
穀
、
十
月
に
玉
川
判
黍
、
必
鈴
幕
、
畑
草
と
き
口
ふ
が
如
き
で
あ
る
。
即
ち
作
物
報
告

H
か
ら

彼
等
各
個
の
判
断
に
よ
る
一
英
町
営
見
込
枇
n
M
の
報
告
を
徴
す
る
所
の
此
等
主
要
農
作
物
の
最
軽
作
況
報
台
バ
に
於
け
る
収
穫
理
想

調
布
は
、
作
物
報
背
委
此
合
の
各
委
此
別
に
、
作
川
仏
、
収
量
相
閥
凶
か
ら
と
一
英
町
営
見
込
牧
口
五
・
収
量
相
閲
同
か
ら
と
の
双
方
か

ら
行
な
は
れ
る
の
で

b
っ
て
、
委
員
の
日
以
後
の
断
案
は
右
双
方
か
ら
の
結
果
を
照
合
し
更
ら
に
他
の
研
究
資
料
に
て
補
足
し
て
作
ら

れ
る
の
で
る
る
。
此
の
作
物
報
告
此
よ
り
徴
す
る
一
英
町
営
見
込
収
量
報
台
は
批
判
岡
収
穫
深
想
調
主
に
到
し
資
料
と
し
て
の
慣
航
は

組
め
て
大
で
る
る
。
特
に
共
の
年
共
の
月
の
作
況
報
告
が
異
常
な
る
場
合
と
か
、
正
常
収
主
に
就
て
の
作
物
報
背
此
の
有
す
る
概
念

に
鑓
化
を
来
し
て
居
る
如
き
場
合
と
か
、
何
れ
に
し
て
も
む
し
ろ
平
常
年
と
は
具
る
特
殊
の
年
に
於
て
特
に
有
別
で
あ
る
と
せ
ら
れ

て
居
る
。
此
の
閥
係
を
示
す
一
例
と
し
て
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
於
け
る
一
九
一
二

O
年
及
び
一
九
二
二
年
の
燕
姿
収
穫
後
恕
の
事
例
を

ヨZフ

作控室→

」
M
V

M

ぺ
許
制
μ

161・

2.0 

/"1 

/手

n 

2.2 

/ヂー

nl 

2.0 
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共
に
掲
げ
る
。

上
闘
は
作
況
・
牧
主
の
相
闘
凶
に
依
っ
て

雨
年
の
収
穫
号
-
を
深
想
せ
る
も
の
で
あ
り
、

下
同
は
見
込
牧
泣
・
牧
量
相
閥
同
か
ら
牧
桂

月
一
収
を
設
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
雨

年
に
於
て
は
見
込
収
金
よ
り
し
た
後
恕
の
方

が
、
作
況
よ
り
し
た
深
想
よ
り
も
遥
か
に
買

収
量
に
近
い
も
の
が
訓
げ
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
一

比
し
て
分
る
で
あ
ら
う
。
併
し
普
通
の
年
に

於
て
は
一
陶
清
か
ら
の
後
恕
が
m
T
乙
な
く
大
慌

に
於
て
一
致
す
る
事
が
見
ち
れ
る
の
で
あ
る
。



以
上
は
北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
一
英
町
官
民
作
物
牧
穫
橡
想
調
芥
一
方
法
の
大
要
で
る
る
が
、
之
に
上
つ
で
も
該
調
布
の
信
抑
制
性
を

高
め
る
筋
め
に
斯
閣
に
於
て
郷
は
れ
て
居
る
努
力
の
一
端
は
十
分
之
を
う
か
ピ
ひ
得
る
で
る
ら
う
。
ホ
も
斯
闘
で
は
向
右
一
英
町
営

橡
想
牧
主
に
推
計
作
付
面
積
(
牧
穫
見
込
面
積
)
を
乗
じ
て
農
作
物
の
生
産
設
想
も
之
を
話
す
と
と
ι
誌
に
一
言
し
た
如
く
で
あ
る
が

作
付
面
積
調
奈
は
一
般
農
業
生
産
推
計
事
業
に
闘
聯
し
、
直
接
牧
穫
深
想
の
問
題
で
な
い
か
ら
、
拾
に
は
之
に
鍋
れ
な
い
と
と
L
す

る。

八

右
は
何
れ
も
作
況
通
信
員
の
判
断
に
よ
る
主
親
的
報
告
を
集
め
、
之
に
基
い
て
作
物
報
台
委

HA曾
が
な
す
巧
の
一
英
町
宮
収
穫
橡

想
調
奈
の
方
法
に
就
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
命
誌
に
現
に
共
の
研
究
の
注
上
に
あ
り
、
将
来
益
々
此
の
調
奈
一
結
果
の
い
い
旧
頼
性
を
高

め
る
上
に
於
て
期
待
せ
ら
れ
る
所
大
た
る
、
上
述
せ
る
所
と
は
全
然
別
個
な
性
質
を
有
す
る
も
の
に
客
観
的
深
想
調
茶
が
あ
る
。
過

去
各
年
に
於
け
る
気
候
諸
保
件
と
作
物
牧
荒
と
の
閥
係
に
闘
す
る
諸
研
究
、
病
虫
被
害
の
収
量
に
到
す
る
影
響
の
計
H
M
等
に
基
い
て

逆
に
此
等
の
輿
へ
ら
れ
た
る
営
年
の
諸
保
件
か
ら
、
作
物
生
育
航
態
等
に
就
て
の
主
親
的
汗
定
を
混
へ
る
事
な
し
に
、
北
バ
の
年
の
収

穫
高
を
設
測
せ
ん
と
す
る
企
て
が
即
ち
之
れ
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
客
翻
的
諸
僚
件
は
、
今
日
に
於
て
も
玩
に
牧
穫
議
想
調
布
に
於

け
る
照
軍
資
料
と
し
て
の
補
足
的
の
慣
値
を
有
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
将
来
に
於
て
は
却
っ
て
作
山
調
主
に
取
っ
て
代
り
、
牧

穫
談
想
調
官
官
F

の
中
心
的
根
擦
と
な
っ
て
共
の
結
果
た
る
調
主
数
字
の
信
頼
性
を
更
に
一
段
高
め
る
可
能
位
も
必
や
し
も
な
い
と
言
へ

な
い
。
少
く
と
も
作
物
収
穫
議
想
調
在
の
m
t
f
資
料
と
し
て
の
債
値
は
益
々
高
ま
る
に
相
速
な
い
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
る
る
0

4

ん
も
今
日
の
研
究
成
績
か
ら
し
て
直
ち
に
前
迷
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
難
く
、
共
の
前
誌
も
木
だ
遠
い
事
は
之
を
認
め
ざ

る
を
符
な
い
で
あ
ら
う
が
、
各
種
土
壌
並
に
気
候
諸
保
件
の
下
に
於
け
る
外
部
的
諸
要
素
と
作
物
牧
穫
間
近
と
の
間
に
存
ず
る
根
本
的

闘
係
の
認
識
、
自
然
的
並
に
経
済
的
諸
要
素
と
一
英
町
営
収
量
と
の
聞
に
存
す
る
相
互
闘
係
の
数
並
的
計
八
沢
等
に
向
っ
て
今
日
多
大

北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
農
作
物
牧
穫
猿
想
調
査

一ニ七



北
米
合
衆
凶
に
於
け
る
良
作
物
牧
穫
激
想
調
査

一
二
八

C
努
力
が
傾
到
さ
れ
る
の
機
運
に
あ
る
事
は
事
貫
で
あ
る
。
而
し
て
斯
様
た
問
題
分
析
の
武
器
と
し
て
、
更
に
共
の
分
析
乞
根
一
擦
と

す
る
諜
想
へ
の
操
り
所
と
し
て
、
前
に
も
述
べ
た
グ
ラ
ブ
式
簡
易
相
閥
解
除
の
出
現
と
共
の
普
及
と
に
は
五
日
人
の
注
意
を
引
く
も
の

が
る
る
の
で
る
る
。
私
は
弐
に
共
の
一
例
と
し
て
小
婆
牧
四
五
と
筑
候
的
三
要
素
と
の
問
の
閥
係
に
就
い
て
試
み
た
所
の
極
め
て
興
味

深
き
ピ

l
ン

]
F
・
出
・
回

g
ロ
の
研
如
の
一
つ
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
L
す
る
。
即
ち
共
は
口
ハ
に
此
の
腫
客
親
的
橡
測
法
の
決
し
て

室
想
に
非
る
と
と
を
一
不
す
の
み
で
は
友
く
、
誌
に
之
を
一
言
し
乍
ら
共
の
詑
越
を
省
い
て
世
い
た
所
の
グ
ラ
フ
式
簡
易
相
閥
解
法
の

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
と
と
に
も
な
る
で

b
ら
う
か
ら
。
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121 12.01 8.0152.01 161 12.51 + 1.61 -2.2111.9十
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0
 

九

ピ
1
ン
は
米
同
東
部
州
に
於
け
る
十
二
ヶ

年
に
就
て
、
降
雨
H

一m
h
(
二
、
一
二
、
四
月
の

降
雨
量
に
よ
三
〕
、
日
米
地
沿
っ
一
一
、
同
月
の
千

均
気
温
に
よ
る
)
、
砧
一
中
寸
法
九
(
地
上
積
雲
一

吋
又
は
一
一
吋
以
上
の
日
教
に
よ
る
)
な
る
三

気
象
要
素
と
小
委
肋
刑
法
×
と
の
相
闘
に
就
て

論
じ
て
ゐ
る
。
即
ち
此
の
場
合
問
題
は
右
三

種
の
猫
立
境
教
門
v
川
沿
治
)
が
そ
れ
ル
¥
従

属
竣
数
(
×
)
と
の
聞
に
有
つ
純
闘
係
巴
♀

吋
乙
己
目
。
ロ
を
山
山
一
定
す
る
に
あ
る
の
で
あ
っ
て

共
の
方
法
と
!
て
は
取
に
相
附
岡
に
よ
っ
て

之
を
分
析
し
ず
行
く
の
で
あ
る
。

A
闘
は
従
属
建
一
致
ぬ
と
濁
玄
境
数
の
中
の
一
た
る
ぬ
と
を
相
閥
闘
に
去
は
せ
る
も
の
で
あ
り
、
乱
闘
は
他
の
二
の
澗
立
竣
数
た
る

V
ん，

h
を
相
闘
闘
に
作
っ
た
も
の
で
る
る
c

即
ち
乱
闘
の
如
く
v
勺
v
ぺ
を
表
示
す
る
と
、
一
見
2
と
却
な
λ
一
二
ヶ
年
は
気
温
v
内
は
比
較
的

古
川
く
積
雪
量
v
勺
は
比
較
的
少
い
貼
に
於
て
初
々
一
致
し
て
居
る
事
が
分
る
。
故
に
A
A

闘
な
る
haV川
相
闘
一
同
に
於
て
、
常
該
二
ヶ
年
を

連
結
す
る
紘
は
大
約
V

M

h

の
純
回
蹄
線
を
一
不
す
こ
と
L
な
る

J
如
何
と
な
れ
ば
、

v付
V

川
は
雨
年
大
約
加
等
し
い
か
ら
引
に
到
し
て
心
へ

的
相
等
し
き
即
ち
一
定
の
影
響
を
有
つ
も
の
と
考
へ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
8
と
9
の
二
ヶ
年
は
相
共
に
気
温
、
杭
一
3
n
E

が
ヂ
均
以
下
で
あ
り
、

d
t
と
5
二
ヶ
年
は
気
温
が
平
均
以
下
杭

3
量
が
初
々
一
千
均
的
で
あ
る
と
言
ふ
鈷
で
た
約
一
致
し
て
肘
る
。
又

北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
良
作
物
牧
穫
漁
想
調
査

:h 



北
米
合
衆
同
に
於
け
る
農
作
物
吹
穫
激
想
剤
費

C 

3
と
G
一
一
ヶ
年
は
千
均
的
斜
温
と
比
較
的
大
な
る
積
主
ロ
ー
な
る
黙
に
見
て
相
類
似
し
て
肘
る
。
故
に
A
同
に
於
て
そ
れ
件
L
此
年
二

3

4

 

ヶ
年
宛
を
連
結
す
る
賠
線
を
引
く
と
、
北
バ
は
執
れ
も
×
×
の
影
響
を
一
定
と
せ
る
×
の
×
に
釘
す
る
純
閥
係
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
大
関
平
行
的
に
な
っ
て
民
り
、
大
凡
直
線
的
な
る
負
の
回
師
線
た
る
事
が
橡
察
せ
ら
れ
る
か
ら
、
此
乍
各
線
を
綜
合
し
て
第

一
一
む
似
紘
を
怖
く
の
で
あ
る
。

而
し
て
A
同
に
於
け
る
第
一
近
似
紘
が
降
雨
量
の
牧
量
に
劃
す
る
影
響
を
表
す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
賀
際
牧
荒
×
が
第
一
近

似
紘
か
ら
隔
っ
て
肘
る
の
は
、
ド
熱
温
v
M

並
に
杭
3
H
E
V勺
の
影
響
の
和
に
よ
る
と
見
倣
さ
れ
る
σ

依
っ
て
分
析
の
第
二
段
は
、
降
雨
量

と
牧
量
と
の
第
一
近
似
紘
に
封
し
て
賞
際
牧
草
の
超
過
部
分
又
は
不
足
部
分
と
積
雪
目
軍
人
の
各
年
数
値
を
そ
れ
ル
¥
組
合
せ
て
相
附

嗣
B
を
作
り
、

hm温
v
ぺ
の
数
値
は
便
宜
上
北
ハ
の
闘
中
に
記
入
し
て
置
く
。
而
し
て
積
雲
間
五
九
の
牧
H

廷
に
封
す
る
純
闘
係
を
決
定
す
る

矯
め
に
は
、
気
温
U
M

が
初
々
相
等
し
い
心
へ
い
さ
-K有
す
る
各
年
、
或
は
北
パ
の
高
低
の
順
に
各
年
を
連
結
す
れ
ば
大
凡
そ
の
目
安
が
立

つ
。
斯
く
て
B
闘
に
見
る
が
如
き
v
勺の

V
M
K
封
す
る
第
一
近
似
線
を
得
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
枝
市
一
引
量
の
牧
量
に
到
す
る
閥
係
を
示
す
右
V
M
h
近
似
線
よ
り
の
各
年
牧
量
の
距
り
は
気
温
v
h
u

の
鑓
化
に
依
存
す
る
も
の
と

い
勺
へ
ら
れ
る
諜
で
あ
る
。
放
に
此
の
距
り
と
v
勺
と
を
組
合
せ
て
C
相
閥
闘
を
作
り
、
気
温
の
牧
量
に
及
ぼ
す
純
影
響
巴
色
宮
内
E
8
2

に
就
て
も
同
様
第
一
近
似
純
を
拙
く
の
で
あ
る
。

即
ち
五
日
人
は
放
に
降
雨
景
、
叫
叫
容
割
引
並
に
気
温
三
要
素
の
小
姿
牧
日
夜
動
揺
に
釘
し
て
有
す
る
そ
れ

F1lの
閥
係
を
計
八
川
1-

し
た
の
で

あ
る
が
、
右
三
要
素
を
以
て
向
未
だ
十
分
量
り
得
ざ
る
部
分
が
C
闘
に
於
け
る

h
h
第
一
近
似
線
よ
り
の
貫
際
牧
品
川
の
偏
侍
と
な
っ

て
現
は
れ
る
。
之
れ
建
差

H
H
3
5
5ぽ
又
は
測
定
誤
差
出
ヨ
ミ
(
民
主
官
同
件
。
と
栴
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
発
覚
上
に
考
へ
た

二
一
要
素
以
外
に
牧
量
動
揺
に
闘
係
を
有
つ
要
素
を
見
逃
し
て
居
る
矯
め
で
あ
る
か
、
或
は
故
に
作
っ
た
三
つ
の
第
一
近
似
線
が
十
分

安
蛍
で
な
か
っ
た
が
箆
め
で
あ
る
か
、
又
は
共
の
双
方
の
欣
に
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
第
一
近
似
線
が
安
省
を
欠
い
た
が

矯
め
で
あ
る
な
ら
ば
、
北
パ
は
弐
の
如
く
に
し
て
容
易
に
之
を
訂
正
す
る
事
が
出
来
る
。



先
づ
竣
差
た
る
v
川
沿
第
一
近
似
紘
か
ら
の
各
年
枚
目
R
の
侃
怖
を
測
定
し
、
之
を

h
m
の
第
一
近
似
紘
一
か
ら
の
偏
侍
と
し
て
之
を
示

し
、
(
ド
A

附
)
、
第
一
近
似
糾
よ
り
も
共
の
偏
桁
を
小
怒
ら
し
む
る
如
く
之
を
修
正
せ
る
第
二
近
似
紘
を
拍
く
。
斯
く
て
v
M，
V
M

に
到
す

i

F

2

i

 

る
第
二
近
似
紘
が
出
来
た
-
な
ら
ば
、
更
に
×
〉
八
の
闘
係
を
一
不
す
第
一
近
似
線
の
安
首
位
を
検
す
る
。
即
b
A
同
に
が
、
け
る
×
×
の
第

4

1

 

二
近
似
線
か
ら
の
偏
怖
を
×
×
の
第
一
近
似
線
の
偏
街
と
し
て
×
の
針
路
他
を
組
合
せ
て
示
す
。
(
B
同
一
一
。
斯
く
て
附
中
×
×
の
第
一

、、

4

1

4

1

3

1

近
似
総
を
訂
正
し
て
よ
り
一
交
官
な
る
×
×
の
第
二
近
似
紘
を
作
る
。
同
様
に
し
て
×
×
の
第
二
近
似
線
・
川
ら
の
偏
怖
を
一
史
に
×
×
の

3

1

、、

第
一
近
似
線
に
釘
す
る
侃
怖
と
し
て
×
の
そ
れ
件
¥
封
臆
飢
と
組
合
せ
て
示
し
、
(
C
凶
)
、
×
×
の
第
一
五
似
線
よ
り
も
よ
り
安
世
に

"
の
唱
a

し
て
残
差
最
小
と
考
へ
ら
れ
る
×
×
の
第
二
近
似
机
酬
を
作
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
斯
椋
に
し
て
免
一
近
似
紘
を
訂
正
し
て
作
ら

れ
た
第
二
近
似
線
を
以
て
し
で
も
伽
近
似
線
の
不
安
官
に
よ
る
誤
差
あ
ら
ん
と
思
惟
せ
ら
れ
る
時
は
、
)
〈
×
近
似
線
に
到
す
る
成
差

を
最
刊
十
や
紡
少
し
作
ざ
る
に
至
る
ま
で
上
述
の
操
作
を
繰
一
返
す
と
と
に
よ
り
、
近
似
線
の
不
安
常
に
基
凶
す
る
誤
差
は
之
を
排
除
す

る
事
が
出
来
る
諜
で
あ
る
。
前
掲
去
は
ど

l
y
が
右
辿
の
牧
サ
一
分
析
に
用
ひ
た
素
材
並
に
最
終
近
似
線
上
の
各
年
の
読
み
及
び
残
差

を
表
示
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
降
雨
丸
氏
、
日
米
地
並
び
に
杭
雲
置
な
る
ご
一
要
素
が
そ
れ
件
¥
k
小
姿
牧
荒
川
ド
閥
係
す
る
各
要
素
聞
の
相

1

3

1

4

1

 

封
的
重
要
度
は
、
前
去
に
示
せ
る
が
如
く
之
を
×
×
、
×
×
、
×
×
に
於
け
る
そ
れ
メ
¥
の
近
似
純
L
し
の
讃
み
に
於
け
る
故
大
範
国

を
比
較
す
る
と
と
に
よ
り
、
或
は
北
バ
の
諒
み
の
最
低
の
も
の
又
は
千
均
よ
り
の
偏
差
の
総
和
を
各
要
素
に
就
て

相
万
一
に
比
較
す
る
と
と
に
よ
り
、
極
め
て
簡
易
に
共
の
大
約
を
担
保
す
る
事
が
出
来
る
詩
で
る
る
。
向
又
前
表
に
見
る
が
如
く
、
ボ
糸

川
村
た
る
小
姿
。
一
英
町
村
賞
牧
H
R
の
勤
揺
は
共
の
標
準
偏
差
一
二
、
七
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
る
が
、
共
は
上
速
の
如
き
分
析
操
作
に
よ
り
、

昨
刑
法
、
気
温
並
び
に
杭

-3泣
・
な
る
一
一
一
要
素
と
の
闘
係
に
て
大
部
分
は
説
明
せ
ら
れ
、
米
説
明
部
分
と
し
て
の
故
後
の
成
差
は
北
の

5戸
凶

E
z
g
g
z
m巾

終
準
偏
差
傾
か
に

0
・
三
プ
ツ
シ
ヱ
ル
に
過
ぎ
な
い
と
と
L
な
っ
た
の
で
あ
る
。

右
は
ど

l
ン
が
試
み
た
グ
ラ
ブ
式
簡
易
相
閥
'
解
法
に
よ
る
小
変
牧
法
の
分
析
の
一
例
に
就
て
共
の
ベ
史
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、

抜
て
斯
校
に
収
H
K
に
影
響
す
る
各
一
安
栄
に
就
て
近
似
線
が
符
ら
れ
た
た
ら
ば
、
一
介
入
は
此
等
各
要
素
の
吉
年
闘
係
の
数
値
か
ら
直
ち

北
米
令
衆
凶
に
於
け
る
農
作
物
牧
縫
深
忽
調
査



北
米
人
件
衆
闘
に
於
け
る
農
作
物
吹
描
慨
深
怒
調
査

一
一一

に
共
の
与
の
牧
目
瓦
を
議
測
す
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
前
掲
各
要
素
そ
れ
件
、
、
と
牧
量
と
に
闘
す
る
相
附
闘
に
於
て
、

σ岡
よ
り
M
A

岡

へ
と
逆
に
、
や
旧
年
閥
係
数
値
に
封
臆
す
る
結
を
近
似
紘
に
就
き
読
み
進
め
ば
、
容
易
に
い
且
闘
に
於
て
其
の
年
の
設
想
収
長
を
読
み
取

り
何
る
の
で
あ
る
。
一
言
ふ
ま
で
も
な
く
之
は
、
過
去
の
収
量
と
牧
査
に
影
響
を
及
ぼ
す
諸
要
素
と
の
附
係
に
就
て
の
記
録
か
ら
、
帥
付

来
も
亦
斯
か
る
附
係
に
あ
る
べ
し
と
当
日
ふ
前
提
に
基
い
て
ゐ
る
。

兎
も
あ
れ
ピ

1
ン
の
示
し
た
右
の
如
き
簡
易
に
し
て
賀
川
的
、
而
か
も
よ
く
複
雑
た
る
的
線
的
附
係
を
も
把
握
し
作
る
に
於
て
安

世
な
る
相
闘
分
析
法
の
出
現
は
、
之
が
農
作
物
収
穫
深
想
調
茶
に
釘
し
で
も
よ
き
方
法
を
興
へ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ

て
向
後
北
米
合
衆
閣
の
斯
の
調
古
川
結
果
に
は
益
々
高
き
信
頼
を
置
か
れ
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
前
辿
ピ

l
ン
の
例
示
に
が
、
て
は
決

作
物
牧
民
一
一
北
の
動
指
に
到
し
自
然
的
要
素
の
み
を
闘
聯
せ
し
め
て
陪
る
け
れ
ど
も
、
之
は
常
に
必
や
し
て
然
か
す
る
を
裂
し
な
い
事
勿

論
で
あ
っ
て
、
日
米
院
共
他
の
自
然
的
保
件
の
外
に
、
時
に
事
情
に
肱
じ
て
舵
神
的
保
件
を
も
そ
が
安
常
な
る
計
量
に
よ
っ
て
之
を
加

へ
、
作
物
牧
凡
止
の
動
揺
に
樹
聯
す
る
所
を
分
析
し
、
従
っ
て
共
に
よ
っ
て
自
然
的
保
件
と
共
に
粧
済
的
保
件
に
立
脚
せ
る
農
作
物
収

穫
橡
想
に
ま
で
進
み
得
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
へ
て
差
支
へ
・
な
い
。
即
ち
斯
く
て
作
況
通
信
員
か
ら
の
報
背
に
基
く
橡
想
牧
笠
と
、

牧
量
動
指
に
閥
係
す
る
自
然
的
純
情
的
諸
保
件
よ
り
す
る
客
観
的
議
想
牧
量
と
は
、
繭
今
繭
々
相
互
に
服
夜
資
料
と
し
て
の
偵
値
を

、

.

、

.

，

，

L

尚
め
、
北
米
合
衆
岡
山
凶
作
物
収
穫
橡
恕
訓
殺
の
結
果
を
よ
り
正
し
き
に
導
く
機
総
と
な
る
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。

O 

扱
て
拾
で
少
し
く
我
が
凶
の
収
穫
橡
恕
調
官
況
に
脳
み
て
置
か
う
。
我
が
凶
の
橡
想
制
度
が
就
に
相
常
古
い
沿
革
を
有
っ
と
と
は
本

論
の
冠
一
閣
に
一
寸
欄
れ
て
置
い
た
通
り
で
あ
る
。
が
、
北
ハ
の
調
官
北
方
法
に
於
て
は
米
同
と
は
著
し
く
北
ハ
の
趣
を
具
に
す
る
も
の
あ
り
、

組
じ
て
未
だ
米
閥
程
の
護
建
は
之
を
見
る
事
が
山
川
来
な
い
。
米
闘
で
は
前
述
の
如
く
作
況
調
本
が
牧
槌
竣
恕
調
布
の
中
心
的
資
料
と

な
っ
て
肘
り
、
両
者
の
聞
に
は
桁
接
な
る
闘
係
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
向
調
布
作
物
の
種
類
は
殆
ん
ど
、
主
張
農
作
物
の
組
て
に
沙
つ

Bean はも1.J[fîJ様ω方法を JIJ ひて、或は前年及び前々年の各 u・主主W~絡の首年 H'張作
付商務に及ぼす影響を分析し (.Journ.of Am. Stat. Asso.， vol 25)・或はljt生I!.;
鈴等生波長E並に晩生馬鈴薯ftミ絡の平生時鈴箸{質絡に及ぼす影響を把握し、或は又
紛俄及び紋涛景況の!必i内柿消費量に及ぼす影響の吟味を試み (Journ・ofAm. 
Stat. Asso.， vol. 24)等 Lて、伎産物m終から&kT菅物供給1:、逆に供給からf民絡を
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助の各部分過犯の毅WMeH1iiを可能なら Lめ、従つで之を綜合することにより炭

1) 



て
居
り
、
又
共
の
調
布
団
数
の
如
き
作
物
に
依
っ
て
異
る
も
並
H

油
川
五
問
、
多
き
は
九
回
に
も
及
ん
で
居
。
の
で
あ
初
。
然
る
に
我
同

に
於
て
は
作
況
を
調
布
す
る
作
物
は
濁
り
水
析
に
限
ら
れ
、
而
か
も
毎
年
八
月
十
五
日
現
在
に
就
で
唯
一
回
行
な
は
れ
て
居
る
に
過

ぎ
な
い
。
そ
し
て
牧
穫
橡
想
割
引
に
於
て
は
山
本
の
外
、
本
会
に
就
て
行
な
は
れ
、
並
に
議
深
想
姉
立
枚
数
.
後
怨
牧
繭
数
桂
一
調
布
な
る

我
園
調
円
の
も
の
も
あ
る
。
が
、
共
は
米
に
就
い
て
の
み
年
二
川
宛
行
な
は
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
や
、
水
会
.
繭
に
就
て
は
そ
れ

F
L地

方
別
、
種
判
明
別
に
期
日
が
定
め
ら
れ
、
各
一
同
宛
行
な
は
れ

τ
ゐ
る
だ
け
で
る
る
。
又
水
析
に
就
い
て

ω
作
況
調
布
と
米
に
闘
す
る

収
穫
橡
想
調
布
と
の
間
に
は
何
等
直
接
の
閥
係
は
な
く
、
此
の
耐
者
は
別
仰
に
調
列
さ
れ
て
ゐ
る
等
々

υ
駈
に
於
て
米
岡
の
斯
制
度

と
著
し
く
異
る
所
を
見
る
の
で
あ
っ
て
共
の
規
模
は
甚
だ
小
さ
い
。
之
同
よ
り
一
刷
同
農
作
物
の
市
場
的
長
要
性
に
於
け
る
相
異
に
川
町

せ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
我
が
闘
技
斥
物
に
於
て
は
、
米
、
安
並
に
繭
の
外
は
仲
介
の
市
場
範
園
比
較
的
狭
く
、
之
れ

が
泊
流
は
未
だ
地
方
的
に
限
ら
れ
て
居
る
場
合
が
可
な
り
多
い
。
矯
め
に
之
を
農
林
省
に
於
て
会
岡
的
札
調
布
し
て
速
や
か
に
公
表

し
て
農
原
物
市
場
を
整
序
す
る
の
必
要
が
未
だ
十
分
痛
感
せ
ら
れ
る
に
五
ら
な
い
が
肢
と
考
へ
ら
れ
る
士
併
し
之
は
比
較
的
概
括
的

に
言
ふ
所
の
一
言
葉
に
過
ぎ
や
、
我
が
岡
山
接
点
物
も
立
ハ
の
商
品
化
は
護
速
の
一
法
を
た
ど
り
、
農
業
経
営

ω
合
理
化
、
遁
地
適
応
的
必

然
に
制
約
せ
ら
れ
、
交
通
機
関
。
の
整
備
と
共
に
決
斥
物
市
場
は
鏑
大
に
進
み
、
ま
た
進
ま
ざ
る
可
ら
ざ
一
hv

欣
勢
は
之
を
否
む
と
と
が

出
来
た
い
。
従
っ
て
勝
来
我
が
闘
に
於
て
も
品
作
物
収
穫
深
想
調
殺
は
之
を
掠
張
し
之
を
改
一
品
川
せ
ざ
る
ば
ら
ざ
る
も
の
あ
る
は
疑
ふ

の
能
地
が
な
い
c

否
此
の
必
要
は
今
、
や
随
躍
に
感
ぜ
ら
れ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
本
邦
政
家
絞
済
上
一
般
同
氏
杭
消
・
ド
ム
特
殊
至
大

の
重
要
性
を
有
す
る
米
に
就
て
は
、
流
石
に
前
述
の
椋
に
水
稲
に
叫
附
す
る
一
一
円
の
作
況
調
布
と
、
九
月
今
一
十
日
現
在
及
び
十
月
末
日

現
在
に
よ
る
二
阿
の
米
収
穫
橡
想
の
調
布
が
行
な
は
れ
、
本
邦
に
於
て
最
も
整
備
し
て
尉
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
以
っ
て
し
で
も

未
だ
十
分
と
一
吉
ひ
難
く
、
共
得
め
に
時
に
市
場
の
混
凱
を
招
く
が
如
き
こ
と
あ
る
は
遺
憾
で
あ
お
。

今
特
陀
本
邦
の
米
に
於
け
石
調
布
を
北
米
合
衆
同
の
一
般
農
作
物
牧
穫
橡
想
調
茶
と
封
比
し
共
の
主
・
4
る
相
呉
貼
を
見
る
と
、
北
バ

の
調
布
阿
数
に
於
て
甚
だ
少
き
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
向
共
の
作
況
表
示
法
に
於
て
、
彼
の
正
常
作
況
(
満
作
拍
時
期
の
欣
態
)

北
米
合
衆
岡
に
於
け
る
農
作
物
牧
後
務
一
想
調
査

業界に於ける経済珠iJl止の可能性をも暗示するものと思惟されるのである。
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北
米
介
衆
同
に
於
け
る
良
作
物
牧
穫
猿
想
訓
査

に
釘
す
る
百
分
率
を
以
て
す
る
汗
定
法
に
制
し
て
我
は
前
五
ヶ
年
に
於
け
る
中
胞
の
作
柄
を
基
準
と
し
て
増
減
収
五
仇
以
内
及
び
以

上
に
よ
っ
て
五
附
般
に
分
ち
た
る
分
類
法
を
採
川
し
て
居
る
。
従
っ
て
彼
は
右
の
作
況
調
布
を
換
算
説
明
し
他
の
資
料
と
服
従
し
て

牧
穫
橡
恕
を
な
す
に
到
し
て
、
我
が
川
内
の
水
稲
作
況
調
布
は
あ
く
ま
で
単
に
作
況
調
布
た
る
に
止
り
之
を
換
算
し
て
安
世
な
る
牧
穫

治
郎
想
を
な
す
こ
と
は
政
府
の
手
に
よ
る
も
之
を
行
ひ
得
歩
、
況
や
民
間
、

一
般
仰
人
の
能
く
な
す
所
で
は
あ
り
得
な
い
。
叉
我
に
於

け
る
「
中
川
作
柄
」
な
る
概
念
が
秘
め
て
不
明
瞭
な
る
事
は
'
既
に
屡
々
論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

。“

耐
積
の
一
定
年
間
の
一
千
均
収
穫
一
両
と
等
し
き
概
念
と
見
て
昂
る
椋
で
は
あ
る
が
、
)

(
尤
も
賞
品
に
於
て
は
之
を
単
位

一
史
に
右
の
訟
法
か
ら
明
ら
か
な
る
如
く
我
が
同
の
米
牧
穫
橡
想
制
作
一
は
作
況
調
布
と
は
具
る
時
期
に
前
者
と
は
直
接
閥
係
な
ぐ
行

な
は
れ
て
肘
る
の
で

b
っ
て
、
即
ち
各
市
町
村
の
制
布
員
の
封
地
質
地
調
布
に
依
っ
て
報
台
す
る
政
想
収
穫
高
を
中
央
に
於
て
集
計

す
る
の
で
あ
る
。
之
は
米
同
に
於
て
一
九
二
六
年
以
来
寅
施
し
て
ゐ
る
所
の
作
物
報
告
員
よ
り
「
本
年
一
英
町
古
見
込
収
量
」
た
る

報
台
を
徴
す
る
の
に
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
彼
の
草
枕
両
積
首
論
胤
想
牧
口
京
の
報
小
川
を
徴
す
る
も
の
な
る
に
封
し
、
我
は
各
制
作
品
の
調

布
医
域
の
抽
出
恕
組
収
穫
尚
の
報
背
を
徴
す
る
も
の
で
る
り
、
彼
の
中
央
集
抗
制
度
た
る
に
封
し
、
我
は
中
止
へ
に
於
て
は
単
に
右
報
小
口

を
集
計
し
て
総
収
穫
尚
を
議
恕
す
る
に
過
ぎ
や
、
之
に
何
等
の
修
正
令
で
も
施
さ
む
る
一
一
組
の
地
方
分
布
制
度
で
あ
る
。
而
し
て
彼
に

於
て
は
澗
り
右
「
本
年
一
英
町
古
見
込
収
量
」
な
る
報
台
の
み
を
中
央
で
集
計
し
て
収
穫
橡
想
調
布
の
断
案
を
下
す
も
の
に
非
守
、

作
別
調
布
に
よ
る
一
英
町
世
牧
泣
設
組
は
同
よ
り
、
尚
北
ハ
他
の
有
川
附
…
布
資
料
と
つ
き
合
は
せ
て
慎
重
に
一
英
町
営
後
想
牧
景
な
る

も
の
を
決
定
し
護
表
す
る
と
共
に
、
更
に
政
府
の
別
に
推
計
調
布
ず
る
収
穫
見
込
而
棋
を
乗
じ
て
諜
想
総
収
陸
両
を
決
定
殻
表
す
る

の
で
あ
っ
て
、
北
パ
の
矯
め
に
本
論
に
之
を
述
べ
た
様
な
艇
め
て
仔
制
な
考
慮
を
掛
っ
た
推
計
的
方
法
を
採
川
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

克
に
又
本
論
に
は
之
を
取
扱
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
作
物
報
背
員
の
配
置
共
他
の
調
布
機
構
に
於
い
て
も
彼
我
の
聞
に
は
著
し
き

懸
隔
が
あ
る
。
斯
く
概
じ
来
れ
ば
我
が
同
の
牧
穫
後
想
剥
布
は
米
に
於
て
之
を
見
て
さ
へ
、
彼
闘
の
良
作
物
牧
穫
橡
想
制
作
よ
り
は

共
の
規
棋
の
著
し
く
小
な
る
許
り
で
は
な
く
、
共
の
調
布
方
法
に
於
て
側
め
て
机
雑
た
る
の
感
が
深
い
。
之
本
邦
収
穫
深
想
制
作
の

此の分業íUitiq;~ 5 分に採ることそれ1'1 身も~;必ずしも地方的資情に則ふるもので
ない。一一折i秘本邦に於ける米反Ir~:\~ ~X -Jteの推移と勤務、農業紹済研究f:f>lO谷C:，[}
1披参照。
長i事柳作、日本に於ける民業生成調査方法に就て、統計集誌、 Hfi手lIi'，8JJ，及。fJ悦
{'，1j附熊材i、前拐帯、 4:19-474}:( 
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利
用
性
の
筋
め
に
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。
須
ら
く
少
く
も
米
に
於
て
は
1

北
米
合
衆
附
と
川
等
の
慎
京
仔
細
た
調
布
'
に
よ

っ
て
之
れ
が
伝
頼
性
を
高
め
る
と
と
は
、
今
日
の
我
が
同
氏
舵
消
し
し
同
県
に
緊
切
で
あ
る
と
信
や
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
論
に
述
べ
た

所
の
米
同
期
調
高
に
於
て
採
用
し
て
ゐ
る
推
計
的
方
法
の
如
き
は
査
し
我
が
同
の
本
調
布
改
善
の
矯
め
に
も
制
め
て
有
川
で
あ
ら
う

と
考
へ
ら
れ
る
の
で
る
る
。

似
て
我
が
同
に
於
て
農
作
物
牧
穫
深
想
調
伐
'
を
改
奔
す
る
矯
め
、
本
論
に
述
べ
た
様
な
進
歩
せ
る
推
計
的
方
法
を
肘
ひ
ヰ
の
信
頼

性
を
向
上
せ
し
め
ゃ
う
と
し
て
も
、
放
に
共
に
先
だ
っ
て
必
要
な
る
事
前
工
作
が
あ
る
。
其
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
牧
穫
橡
想
調
世
代
の

、、

基
礎
た
る
べ
き
年
々
の
質
収
調
布
即
ち
農
業
生
産
統
計
共
の
も
の
を
よ
り
一
日
報
し
得
る
も
の
と
す
る
事
で
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
我

が
岡
の
農
業
生
産
統
計
の
信
頼
性
の
程
度
如
何
に
就
い
て
は
同
よ
り
之
を
数
量
的
に
判
断
す
る
直
接
的
の
資
料
は
な
い
の
で
あ
る
が

世
上
数
多
の
之
れ
が
不
伝
の
聾
あ
る
に
見
て
も
共
の
利
用
性
に
相
官
の
制
限
を
受
け
る
と
と
は
否
み
難
い
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら

さ
れ
ば
と
て
農
業
生
産
統
計
を
以
て
全
く
胤
備
惑
意
の
数
字
と
な
し
て
之
を
非
議
す
る
は
同
よ
り
首
ら
な
い
。
民
主
統
計
の
無
償
値

を
・
一
首
ふ
も
の
は
反
封
に
之
を
古
伝
す
る
も
の
と
共
に
、
何
れ
も
統
計
に
到
す
る
自
ら
の
無
別
解
を
表
白
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

我
が
岡
の
農
業
生
応
統
計
も
一
般
的
文
化
の
護
展
と
統
計
に
到
す
る
大
衆
の
珂
解
の
漸
共
的
向
上
に
仲
っ
て
、
着
々
其
の
正
確
れ
に

向
っ
て
進
み
つ
L

あ
る
事
は
散
人
も
之
を
認
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
過
ぐ
る
昭
和
五
年
東
京
市
に
開
催
せ
ら
れ
た
高
岡
統
計

協
合
第
十
九
阿
犬
舎
に
出
席
し
、
共
さ
に
我
同
統
計
界
の
宵
精
を
叫
察
す
る
所
あ
っ
た
英
閥
の
統
計
串
者
ボ
l
レ
ー
が
瞭
ら
に
裏
押

し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
特
に
我
同
米
貫
牧
量
調
布
に
於
て
は
、
従
来
と
て
も
民
業
者
に
封
す
る
釣
人
調
奈
の
外
、
坪
刈
推
計
法
も
相
官

蹄
く
賞
施
せ
ら
れ
て
肘
っ
た
の
で
あ
る
が
、
米
穀
統
制
法
の
護
布
が
機
縁
と
な
り
、
米
生
涼
雨
の
徹
底
的
刷
終
調
古
代
が
婆
望
せ
ら
れ

附
和
八
年
誌
に
斯
調
布
の
方
法
に
一
大
改
正
が
行
な
は
れ
、
調
布
陣
見
取
附
の
作
成
ゃ
、
耕
地
の
貰
測
.
坪
刈
、
巾
告
並
に
牧
紘
一
高

北
米
合
衆
同
に
於
げ
る
茂
作
物
牧
綾
濠
想
調
査

Bowley， A. L. The Jnternational Institl1te of 8tatiRtics. J oumal of Royal 
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北
米
A
H
血
痕
同
に
於
け
る
伎
作
物
脱
税
激
怒
調
査

一一一一六

審
罪
決
定
等
々
に
よ
っ
て
之
が
疋
械
を
期
し
、
繭
人
7
北
パ
の
寅
施
を
凡
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
酷
か
ら
見
て
人
7

や
我
が
同
の
米
生
所

、.、.、.

統
計
は
阪
に
相
首
の
正
確
性
に
到
建
し
て
居
る
事
は

Z
を
認
め
て
必
や
し
も
差
支
へ
な
く
、
従
っ
て
米
闘
に
於
け
る
が
如
き
進
歩
せ

る
牧
穫
諜
想
調
布
宵
胞
の
素
地
は
、
少
く
も
米
に
就
て
は
、
ー
未
だ
十
分
と
は
一
百
へ
ぬ
に
し
て
も
l
l出
来
て
ゐ
る
と
見
て
主
支

へ
あ
る
ま
い
0

1

併
し
た
が
ら
共
他
は
の
一
般
世
業
生
産
統
計
に
於
て
は
、
未
だ
到
底
米
の
共
に
及
ん
で
居
一
な
い
の
で
あ
っ
て
、
五
日
人

は
ー
牧
能
強
恕
調
官
刊
に
先
だ
っ
て
橡
め
之
れ
が
一
段
の
改
品
川
に
よ
り
、
よ
り
信
閉
山
す
る
に
足
る
基
本
資
料
を
件
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女

第
で
あ
る
。

今
之
を
亜
米
科
加
合
栄
同
に
就
て
見
る
e

に
、
斯
同
に
於
て
は
一
八
二

O
年
の
第
一
二
同
同
勢
調
指
か
ら
岐
に
非
、
の
中
に
農
業
に
闘
す

る
調
布
項
目
が
加
へ
ら
れ
、
一
八
九

O
年
の
第
十
一
同
同
勢
制
作
一
に
は
農
家
思
の
探
川
に
よ
り
多
数
の
農
業
開
係
項
目
の
調
十
九
八
が
行

な
は
れ
た
。
即
ち
之
を
第
一
一
山
政
業
セ
ン
サ
ス
と
し
で
、
十
年
毎
に
行
は
れ
て
ゐ
る
米
間
の
同
勢
調
奈
は
繭
来
同
時
に
農
業
セ
ン
サ

ス
で
も
あ
る
の
で

b
っ
て
、
一
九
二
五
年
か
ら
は
克
ら
に
十
ー
ヶ
年
臼
に
川
刊
に
農
業
及
家
高
調
す
況
が
行
訟
は
れ
で
来
て
ゐ
る
か
ら
、
従

っ
て
米
凶
で
は
農
業
に
附
し
て
は
五
ヶ
年
勾
に
セ
ン
サ
ス
が
行
な
は
れ
て
ゐ
る
共
第
で
る
る
。
而
し
て
由
民
務
省
の
年
々
の
農
業
生
市

推
ず
報
背
事
業
は
、
右
の
設
業
セ
・
ン
サ
ス
の
結
果
を
吉
明
白
含

g
と
し
て
共
の
-
中
間
期
間
の
推
計
調
布
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
り
、

更
に
右
両
者
を
ぎ
汚
含
宮
と
し
て
、
本
論
に
述
べ
た
校
な
進
歩
せ
る
推
計
的
方
訟
を
川
ひ
て
作
物
収
穫
汲
-
想
調
官
況
を
行
ひ
、
農
業

0
・

者
は
勿
論
一
般
此
一
合
同
町
の
趨
時
的
要
求
を
糊
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
制
定
引
の
仕
組
は
樹
め
て
整
備
し
て
居
る
と
号
沿
っ
て
よ
い
。

従
っ
て
北
パ
の
粘
川
市
た
る
農
業
生
点
統
計
、
球
に
山
崎
作
物
牧
陛
深
想
調
布
は
、
信
頼
性
向
く
利
川
性
炭
く
斯
岡
の
山
民
主
政
策
、
民
主
れ
皆

上
は
勿
論
、
泣
H

く
斯
同
売
業
経
時
上
の
主
張
資
料
と
な
り
、
之
れ
が
世
界
貿
易
上
に
利
川
せ
ら
れ
て
経
済
k
制
め
て
重
大
な
る
任
務

を
捨
世
じ
て
ゐ
る
の
で
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